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道
退
教
の
更
な
る

発
展
を
祈
願
し
て

道
退
教
会
長

渡
部

務

道
退
教
が
結
成
さ
れ
て
か
ら
２
２
年
、

結
成
時
１
５
２
名
の
会
員
が
現
在
８
８
１

名
に
な
り
、
こ
こ
数
年
は
減
少
が
続
い
て

い
ま
す
。

会
員
の
高
齢
化
と
加
入
が
少
な
く
な
っ
て

い
る
た
め
で
す
。
し
か
し
、
各
支
部
共
に

活
動
を
活
発
化
さ
せ
て
お
り
、
す
ば
ら
し

い
実
践
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

い
ま
、
安
倍
政
権
は
暴
走
を
繰
り
返
し
、

日
本
の
平
和
と
国
民
の
命
と
暮
ら
し
を
脅

か
し
、
と
り
わ
け
高
齢
者
へ
の
年
金
切
り

下
げ
、
税
と
社
会
保
険
料
の
引
き
上
げ
、

消
費
税
増
税
、
物
価
高
な
ど
で
益
々
苦
し

い
生
活
を
強
い
て
い
ま
す
。
医
療
、
介
護

推
進
法
の
強
行
で
、
自
助
を
強
要
し
て
介

護
施
設
や
病
床
か
ら
追
い
出
し
、
負
担
だ

け
を
強
要
し
て
い
ま
す
。
教
育
の
分
野
で

も
地
方
教
育
行
政
法
の
改
悪
で
教
育
委
員

会
制
度
を
改
悪
し
、
教
職
員
や
教
科
書
の

統
制
を
強
め
、
国
が
望
む
国
民
の
育
成
を

図
り
、
憲
法
の
解
釈
改
憲
、
集
団
的
自
衛

権
と
併
せ
、
「
戦
争
す
る
国
」
に
突
き
進

も
う
と
し
て
い
ま
す
。

私
た
ち
退
職
教
職
員
は
、
こ
う
し
た
悪

政
を
ス
ト
ッ
プ
さ
せ
、
国
民
本
位
の
政
治

の
実
現
と
地
方
政
治
革
新
の
た
め
、
明
年

の
一
斉
地
方
選
挙
勝
利
を
は
じ
め
、
一
層

の
奮
闘
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
私
た
ち

役
員
・
事
務
局
員
は
、
今
年
も
団
結
し
て

取
り
組
み
を
強
め
ま
す
。
ど
う
ぞ
ご
支
援

と
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

総
会
で
承
認
さ
れ
た
役
員
・
事
務
局
員

会

長

渡
部

務
（
石
狩
・
札
幌
支
部
）

副
会
長

加
藤
活
男
（
石
狩
・
札
幌
支
部
）

垂
石

豊
（
石
狩
・
札
幌
支
部
）

事
務
局
長
土
井

寿
（
石
狩
・
札
幌
支
部
）

事
務
局
次
長松

崎

均
（
石
狩
・
札
幌
支
部
）

柳

憲
一
（
石
狩
・
札
幌
支
部
）

会
計
委
員
辺
見
武
利
（
後
志
・
小
樽
支
部
）

会
計
監
査
菊
地
三
郎
（
石
狩
・
札
幌
支
部
）

永
井

汎
（
胆
振
・
室
蘭
支
部
）

吉
田
朝
雄
（
空
知
支
部
）

事
務
局
員

伊
藤
蓉
子
（
石
狩
・
札
幌
支
部
）

大
原
敏
広
（
石
狩
・
札
幌
支
部
）

柿
崎
幸
至
（
石
狩
・
札
幌
支
部
）

川
村
裕
美
（
石
狩
・
札
幌
支
部
）

舟
木
恵
子
（
石
狩
・
札
幌
支
部
）

（
支
部
選
出
）
幹
事
は
名
簿
に
記
載
）

総
会
で
の
発
言
要
旨

（
紙
面
の
関
係
で
６
支
部
の
み
）

胆
振
・
室
蘭
支
部

昨
年
の
秋
、
戦
争

を
体
験
し
た
も
の
と

し
て
「
私
が
子
ど
も

の
頃
、
戦
争
が
あ
っ

た
」
と
い
う
集
会
を

開
催
し
た
。

今
年
も
継
続
し
て
開

催
し
た
い
。

根
室
支
部

根
室
地
方
の
各
団

体
と
実
行
委
員
会
を

つ
く
り
、
特
定
秘
密

保
護
法
反
対
の
集
会

を
開
催
し
た
。

宮
澤
レ
ー
ン
事
件
、

生
活
綴
り
方
な
ど
に

つ
い
て
も
学
ぶ
こ
と

が
で
き
た
。

空
知
支
部

戦
後
生
ま
れ
の
教

職
員
の
役
目
と
し
て

先
輩
た
ち
の
戦
争
体

験
を
繋
い
で
い
く
役

割
が
あ
る
。

支
部
と
し
て
戦
争
体

験
集
「
繋
ぐ
」
を
発

行
し
た
。
今
後
も
継

続
し
た
い
。

宗
谷
支
部

「
ピ
ー
ス
ウ
ォ

ー
ク
わ
っ
か
な
い
」

の
運
動
で
支
部
長

が
中
心
的
役
割
り

を
担
っ
て
い
る
。

会
員
の
多
く
も
賛

同
者
と
し
て
名
を

つ
ら
ね
、
４
月
、

６
月
の
集
会
成
功

の
た
め
奮
闘
し
た
。

日
高
支
部

日
高
支
部
は
会
員

が
極
め
て
少
な
い

が
、
地
域
の
命
を
守

る
運
動
で
先
頭
に
立

っ
て
い
る
。

そ
の
運
動
の
発
展
と

し
て
支
部
会
員
を
議

員
に
当
選
さ
せ
る
こ

と
が
で
き
た
。

檜
山
支
部

瀬
棚
九
条
の
会
で

は
映
画
「
ひ
ろ
し
ま
」

の
上
映
会
を
成
功
さ

せ
た
。
会
長
は
道
退

教
会
員
で
あ
る
。

支
部
と
し
て
憲
法
九

条

を

守

る

た

め

の

「
紙
芝
居
」
を
つ
く

り
、
地
域
の
集
会
な

ど

で

発

表

し

て

い

る
。
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全
退
教
総
会
で

道
退
教
支
部
活
動
を
報
告

６
月
５
～
６
日
、
東
京
の
全
教
事

務
所
の
あ
る
会
館
で
、
第
２
４
回
全

退
教
定
期
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

安
倍
政
権
が
解
釈
改
憲
で
集
団
的
自

衛
権
の
閣
議
決
定
を
強
行
し
つ
つ
あ

る
情
勢
の
中
で
の
開
催
で
し
た
。

各
退
教
か
ら
憲
法
九
条
を
守
り
、

「
戦
争
す
る
国
」
づ
く
り
に
反
対
す

る
豊
か
な
活
動
の
報
告
が
な
さ
れ
ま

し
た
。

全
体
集
会
で
の
討
論
に
、
道
退
教

も
参
加
し
、
先
の
道
退
教
総
会
で
報

告
さ
れ
た
各
支
部
の
活
動
と
昨
年
１

２
月
に
開
催
し
た
「
今
、
戦
争
・
平

和
・
教
育
を
考
え
る
集
い
」
の
取
り

組
み
の
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
全
体
会
終
了
後
、
懇
親
会

が
開
催
さ
れ
る
間
を
利
用
し
て
、
東

北
・
北
海
道
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
が
行
わ

れ
、
今
年
９
月
に
行
わ
れ
る
「
東
北

・
北
海
道
ブ
ロ
ッ
ク
交
流
集
会
」
に

関
す
る
概
要
の
説
明
を
当
番
退
教
と

し
て
、
道
退
教
副
会
長
垂
石
と
事
務

局
長
土
井
が
行
い
ま
し
た
。

宮
城
高
退
教
は
、
フ
ェ
リ
ー
を
利
用
し
て

参
加
す
る
計
画
と
の
こ
と
。

ま
た
、
青
森
県
女
性
退
職
者
の
会
「
若
竹
の

会
」
で
は
、
総
会
議
題
に
位
置
づ
け
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。

翌
日
の
分
散
会
で
は
、
各
退
教
か

ら
支
部
活
動
強
化
、
会
員
ふ
や
し
、

財
政
問
題
な
ど
に
関
し
て
成
果
や
悩

み
が
報
告
さ
れ
、
よ
り
踏
み
込
ん
だ

交
流
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

２０１４年度 全退教ツアーin神戸の案内 震災復興の現状と非核「神戸」

☆ 日 時 ２０１４年１１月５日（水）～７日（金）
☆ 募集人数 １２０名
☆ 宿 泊 シーサイドホテル舞子神戸（連泊）
☆ 参加費 ４０，０００円
☆ 日程・行程
一日目（１１月５日１２時から）JR三宮徒歩５分 神戸市役所横 花時計前で受け付け

神戸港 → レクチャー後 →長田地区 → ホテル 夕食交流会
二日目（１１月６日） ホテル → 孫文記念館 → 北野街町・異人館めぐり →

南京町（昼食）→ 市立博物館 → ホテル＜夕食・学習会＞
三日目（１１月７日） ホテル → 裏六甲ドライブウェー → 六甲ガーデンテラス →

JR三宮解散 → 新幹線新神戸駅
☆ 問い合わせ先 第２０回 全退教ツアー実行委員会（兵庫高教組）

電話 ０７８－３４１－６７４３ 要項 道退教事務局へ

東
北
・
北
海
道

ブ
ロ
ッ
ク
交
流
集
会

の
成
功
を

別
紙
開
催
要
項
を
道
退
教
会
員
全

員
に
お
届
け
し
ま
し
た
。

こ
れ
を
機
会
に
東
北
各
県
退
教
及
び

道
退
教
各
支
部
の
交
流
が
す
す
む
こ

と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

実
施
に
関
し
て
の
お
願
い
。

①
参
加
申
込
書
は
各
支
部
に
お
届
け

し
ま
す
の
で
、
支
部
か
ら
い
た
だ

い
て
く
だ
さ
い
。

②
教
職
員
互
助
会
を
利
用
さ
れ
る
方

は
、
申
込
書
の
備
考
欄
に
、
必
ず

ご
自
分
の
互
助
会
番
号
を
記
入
し

て
く
だ
さ
い
。

③
既
に
２
泊
分
を
利
用
さ
れ
た
方
は

今
回
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

④
他
人
名
義
の
利
用
は
間
違
い
の
元

に
な
り
ま
す
の
で
、
お
や
め
く
だ

さ
い
。

⑤
で
き
ま
し
た
ら
、
支
部
で
ま
と
め

て
申
し
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。

⑥
夕
食
交
流
会
で
、
発
表
や
演
奏
な

ど
を
歓
迎
し
ま
す
。.

ま
た
宣
伝
物
、
販
売
し
た
い
も
の

な
ど
あ
り
ま
し

た
ら
、
事
前
に

に
連
絡
く
だ
さ
い
。

＊
今
回
の
ツ
ア
ー
は
札
幌
市
周
辺
部

を
忙
し
く
回
り
ま
す
。

支
部
で
別
途
一
泊
し
、
札
幌
ド
ー

ム
行
く
等
オ
プ
シ
ョ
ナ
ル
ツ
ア
ー

を
加
え
る
こ
と
を
お
薦
め
し
ま
す
。

事
務
局
か
ら
連
絡

①

道
退
教
ニ
ュ
ー
ス
発
行
・
発
送

ニ
ュ
ー
ス
は
偶
数
月
に
発
行
し
、
発

送
は
２
５
日
前
後
に
発
送
し
ま
す
。

②

会
員
の
死
亡
連
絡
は
、

加
藤
副
会
長
に
し
て
い
た
だ
き
こ
と

を
基
本
と
し
ま
す
が
、
不
在
等
で
連
絡

で
き
な
い
時
は
事
務
局
長
に
お
願
い
し

ま
す
。

会
員
の
入
・
退
会
も
同
様
に
、
素
早

く
報
告
を
お
願
い
し
ま
す
。

加
藤
活
男
副
会
長

℡

０
１
１
＾
５
９
１
～
５
３
３
５

土
井

寿
事
務
局
長

℡

０
１
１
～
８
１
６
～
４
１
１
０

尚
、
会
員
名
簿
「
役
員
名
簿
欄
」
で

土
井
事
務
局
長
の
住
所
・
電
話
番
号
は

は
次
の
通
り
で
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
訂

正
お
願
い
し
ま
す
。

住
所

札
幌
市
南
区
澄
川
一
条
１
丁
目

１
～
２
～
９
１
２

℡

０
１
１
～
８
１
６
～
４
１
１
０

③

道
退
教
会
員
名
簿
に
つ
い
て

各
支
部
に
３
～
５
部
送
り
ま
し
た
。

個
人
情
報
保
護
の
見
地
か
ら
扱
い
に

は
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
会
員
多
数
に

つ
き
、
間
違
い
も
あ
ろ
う
か
と
思
い

ま
す
。
間
違
い
に
つ
い
て
も
加
藤
副

会
長
連
絡
く
だ
さ
い
。
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